
実
録
と
档
案
の
間

―
明
代
万
暦
初
期
の
事
例
か
ら

―

T
he R

elation of Form
al R

ecord and D
ocum

ent: W
angli

（万
暦

） Early C
ase  

in the M
ing D

ynasty

荷　
　

見　
　

守　
　

義

要　
　
　

旨

明
朝
档
案
は
、
編
纂
史
料
で
あ
る
『
明
実
録
』
か
ら
で
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
官
僚
制
の
現
場
の
声
を
知
る
得
が
た
い
史
料
と
言
い
得
る
。

し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
極
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
の
事
項
し
か
扱
わ
な
い
た
め
、
官
制
の
全
体
像
が
見
え
に
く
く
な
る
性
格
も
有
す
る
。
従
っ
て
档

案
史
料
を
扱
う
場
合
は
、
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
王
朝
官
制
文
書
シ
ス
テ
ム
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
の
中
で
ど
の
部
分
を
構
成
す
る
档
案
で
あ
る
か
を
把

握
し
つ
つ
、
そ
の
後
、
当
該
档
案
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
く
か
を
想
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
万
暦
九
年
（
一
五
八
一
）
の

モ
ン
ゴ
ル
の
遼
東
鎮
へ
の
攻
撃
を
題
材
と
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
巡
按
山
東
監
察
御
史
関
連
の
档
案
を
整
理
し
、『
明
実
録
』
に
示
さ
れ
る
よ
う

な
皇
帝
へ
の
上
奏
・
報
告
へ
と
繫
が
る
前
段
階
の
档
案
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
当
然
、
こ
れ
ら
档
案
段
階
の
報
告
は
、
さ
ら
に
巡
按
山
東
監
察

御
史
の
手
で
皇
帝
へ
と
送
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、『
明
実
録
』
に
記
載
が
乏
し
い
。
た
だ
、『
明
実
録
』
掲
載
の
巡
按
山
東
監
察
御
史
関
連
の
記
事
は

こ
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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キ
ー
ワ
ー
ド

明
実
録
、
明
朝
档
案
、
巡
按
山
東
監
察
御
史
、
于
応
昌
、
曹
簠

は
じ
め
に

明
代
の
档
案
の
分
析
に
当
た
っ
て
悩
ま
さ
れ
る
現
象
の
一
つ
は
、『
明
実
録
』
に
対
応
す
る
記
述
を
見
い
出
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と

で
、『
明
実
録
』
の
記
述
と
符
合
す
る
档
案
に
よ
っ
て
、
あ
る
事
案
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
な
か
な
か
行
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
事
案
と
し
て
符
合
し
な
く
と
も
、
某
档
案
が
お
お
よ
そ
一
連
の
出
来
事
の
一
部
を
構
成
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、『
明
実
録
』
と
明
朝
档
案
を
結
び
つ
け
る
作
業
を
重
ね
て
み
た
い
。
筆
者
は
先
に
拙
著
『
明
代
遼
東
と
朝
鮮
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
四
年
五
月
刊
）
の
中
で
巡
按
山
東
監
察
御
史
を
取
り
上
げ
た
。
巡
按
山
東
監
察
御
史
に
は
、
所
謂
「
九
辺
鎮
」
の
東
端
を
形
成
す

る
遼
東
鎮
（
遼
東
管
区
）
を
按
治
す
る
者
と
、
山
東
布
政
使
司
・
都
指
揮
使
司
管
内
（
山
東
管
区
）
を
按
治
す
る
者
と
が
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
領
域
を
担
当
す
る
者
は
重
な
り
合
わ
ず
、
官
職
名
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
そ
こ
に
は
明
確
な
区
別
が
あ
っ
た）

1
（

。
遼
東
管
区
と
山
東

管
区
で
同
じ
官
職
名
を
使
っ
て
い
た
理
由
と
し
て
は
、
両
管
区
と
も
明
朝
で
は
山
東
の
領
域
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
拠
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
遼
東
管
区
を
按
治
す
る
者
は
「
巡
按
遼
東
監
察
御
史
」
と
も
『
明
実
録
』
で
は
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

両
管
区
の
区
別
は
当
時
に
お
い
て
も
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
拙
著
に
お
い
て
は
遼
東
管
区
を
担
当
し
た
巡
按
山
東
監
察
御
史
を
一
一
二
人
検
索
し
、
そ
の
肩
書
の
動
向
に
つ
い
て
調

― 32 ―― 33 ―



べ
た）

2
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
巡
按
山
東
監
察
御
史
を
含
む
『
明
実
録
』
の
記
事
に
つ
い
て
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
別
稿
で
展
開
す
る
と
し
て
、『
明
実
録
』
の
遼
東
管
区
を
担
当
し
た
巡
按
山
東
監
察
御
史
に
つ
い
て
の
記

事
は
、
巡
按
山
東
監
察
御
史
が
皇
帝
に
対
し
て
上
奏
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
皇
帝
が
関
係
す
る
部
署
（
都
察
院
か
兵
部
、
ま
た
は
戸
部
）

に
検
討
を
指
示
し
、
そ
れ
ら
の
覆
奏
に
対
し
て
皇
帝
が
結
論
を
出
す
と
い
う
形
式
か
、
ま
た
は
皇
帝
が
地
方
按
察
に
つ
い
て
巡
按
山
東

監
察
御
史
に
指
示
を
し
て
、
そ
の
結
果
の
上
奏
に
対
し
て
結
論
を
出
す
と
い
う
形
式
が
大
半
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
朝
档
案
の

記
事
は
例
え
ば
遼
東
都
指
揮
使
司
な
ど
か
ら
巡
按
山
東
監
察
御
史
に
報
告
が
上
が
っ
て
い
る
形
式
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
朝
档
案
の
巡

按
山
東
監
察
御
史
に
関
わ
る
档
案
は
そ
れ
自
体
で
閉
じ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
報
告
を
受
け
た
巡
按
山
東
監
察
御
史
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
上
奏
し
、
い
か
な
る
裁
可
を
得
た
か
は
不
明
に
属
す
る
。
こ
の
点
を
補
う
た
め
に
は
、『
明
実
録
』
の
巡
按
山
東
監
察
御
史
に
関
わ

る
記
事
に
つ
い
て
、
巡
按
山
東
監
察
御
史
の
下
に
集
積
さ
れ
た
個
々
の
報
告
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
巡
按
監
察
御

史
は
個
々
の
報
告
に
ど
の
よ
う
な
評
価
を
付
し
て
上
奏
し
て
い
る
の
か
見
て
行
け
ば
よ
い
が
、
こ
の
部
分
の
記
事
は
乏
し
く
、
む
し
ろ

軍
務
に
関
わ
る
按
治
を
指
示
す
る
記
事
が
大
半
を
占
め
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
加
え
て
、
明
朝
档
案
に
残
る
遼
東
管
区
の
現
地
的
な
個

別
案
件
は
『
明
実
録
』
に
は
採
録
さ
れ
な
い
。
明
ら
か
に
『
明
実
録
』
に
は
採
録
さ
れ
る
案
件
と
採
録
さ
れ
な
い
案
件
が
あ
る
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。
日
々
、
膨
大
な
案
件
が
皇
帝
の
下
に
上
奏
さ
れ
、
膨
大
な
案
件
が
裁
か
れ
て
い
く
官
僚
機
構
に
お
い
て
は
、
実
録
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
案
件
は
そ
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
、
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
な
が
ら
も
、
実
録
に
は
一
体
い
か
な
る
案

件
が
採
録
さ
れ
、
い
か
な
る
案
件
が
採
録
さ
れ
に
く
い
の
か
、
档
案
の
精
査
を
通
じ
て
検
討
す
る
こ
と
も
本
論
の
狙
い
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
作
業
を
通
じ
て
『
明
実
録
』
の
記
述
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
档
案
の
利
活
用
の
幅
を
拡
げ
る
試
み
に
資
す
る
と
考

え
る
。
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
万
暦
九
年
（
一
五
八
二
）
初
に
起
こ
っ
た
、
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
遼
東
鎮
襲
撃
で
あ
る
。
こ
の
こ

実録と档案の間
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と
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
档
案
は
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
。
章
を
改
め
て
関
連
す
る
档
案
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

一　

万
暦
九
年
の
モ
ン
ゴ
ル
遼
東
襲
撃
に
関
連
す
る
明
朝
档
案
に
つ
い
て

明
朝
档
案
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
史
料
集
が
あ
る
が）

3
（

、
遼
東
鎮
に
関
し
て
の
档
案
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
遼
寧
省
档
案
館
・
遼

寧
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
明
代
遼
東
档
案
匯
編
』
上
下
（
遼
寧
書
社
、
一
九
八
五
年
）
及
び
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
・
遼
寧
省

档
案
館
編
『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
一
○
一
冊
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
重
要
で
あ
る
。
前
者
は
主
に
遼
東
鎮
関
連

の
原
档
案
を
簡
体
字
活
字
に
置
き
換
え
た
史
料
集
で
あ
り
、
後
者
は
原
档
案
を
網
羅
的
に
影
印
で
収
め
た
史
料
集
で
あ
る
。
一
般
的
に

言
え
ば
、
後
者
が
出
版
さ
れ
た
時
点
で
前
者
は
不
要
に
な
る
運
命
の
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
前
者
に
含
ま
れ
て
い
て
後
者
に
含
ま
れ

て
い
な
い
档
案
が
あ
っ
た
り
、
後
者
に
含
ま
れ
て
い
る
档
案
で
あ
っ
て
も
編
纂
が
杜
撰
で
あ
っ
た
の
か
、
前
者
で
見
え
て
い
る
部
分
が

後
者
で
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
結
局
、
現
状
で
は
前
者
と
後
者
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
見
て
い
く
し
か
な
い
の
で

あ
る）

4
（

。
こ
れ
ら
の
档
案
の
中
で
万
暦
九
年
の
遼
東
鎮
が
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
撃
に
晒
さ
れ
た
時
期
の
も
の
は
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

こ
こ
で
は
後
者
（
第
何
冊
目

―
第
何
番
の
档
案
で
あ
る
か
を
示
す
）
5
（

）
と
前
者
（
上
下
通
し
で
何
番
目
の
档
案
か
を
示
す
）
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

該
当
す
る
時
期
の
档
案
を
次
に
示
す
。

92
－

37　

定
遼
左
衛
指
揮
使
司
為
乞
請
軍
夫
修
築
牆
壕
墩
台
事
的
呈
文　

万
暦
九
年
二
月
初
九
日
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17　
　
　

定
遼
左
衛
指
揮
使
司
為
乞
請
軍
夫
修
築
牆
壕
墩
台
的
呈
文　

万
暦
九
年
二
月
初
九
日

92

－

38　

遼
東
都
指
揮
使
司
経
歴
司
為
請
明
捕
捉
逃
故
官
軍
以
利
征
戦
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
一
日

18　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
請
明
捉
捕
逃
故
官
軍
以
利
征
戦
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
一
日

96

－

106　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
報
審
理
被
虜
回
郷
男
子
胡
根
牢
的
呈
文　

万
暦
八
年
二
月

214　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
厳
稽
大
康
堡
回
郷
人
口
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
八
年
二
月

97

－

1　

定
遼
右
衛
為
達
子
在
捕
捉
遠
哨
夜
役
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
八
年
七
月
初
七
日

215　
　
　

定
遼
右
衛
為
窃
賊
在
寛
甸
堡
捕
捉
遠
哨
夜
役
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
八
年
七
月
初
七
日

97

－

2　

広
寧
前
屯
衛
指
揮
使
司
為
軍
夜
張
仁
隆
等
披
境
外
達
子
擄
架
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
二
月

217　
　
　

広
寧
前
屯
衛
指
揮
使
司
為
境
外
達
賊
捕
捉
辺
上
夫
役
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
二
月

97

－

3　

三
万
衛
経
歴
司
為
達
子
捕
擄
永
寧
堡
哨
夜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
八
日

218　
　
　

三
万
衛
経
歴
司
為
窃
賊
捕
擄
永
寧
堡
哨
夜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
八
日

97

－

4　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
官
軍
斬
獲
犯
辺
達
子
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
十
日

221　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
虜
賊
犯
辺
官
軍
斬
獲
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
十
日

97

－

5　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
達
子
在
長
安
堡
殺
擄
人
畜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
十
八
日

222　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
達
賊
在
長
安
堡
殺
擄
人
畜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
十
八
日

97
－

6　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
哨
報
遼
陽
地
方
夷
情
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
十
九
日

223　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
哨
報
夷
情
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
十
九
日

実録と档案の間
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97

－

7　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
官
軍
斬
獲
犯
辺
達
子
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
二
十
日

219　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
達
賊
犯
辺
官
軍
抵
抗
斬
獲
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
二
十
八
日

97

－

8　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
報
防
犯
達
子
那
安
児
等
情
形
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月

220　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
申
飭
虜
情
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月

97

－

9　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
長
定
堡
哨
探
被
達
子
擄
掠
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月

224　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
窃
賊
捕
捉
長
定
堡
遠
哨
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月

97

－

10　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
厳
稽
太
平
堡
等
処
被
達
子
擄
去
逃
回
人
員
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

216　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
走
回
人
口
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文
（
二
份
）　

万
暦
九
年
三
月

235　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
厳
稽
太
平
堡
等
回
郷
人
口
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

97

－

11　

寧
遠
衛
経
歴
司
為
達
子
在
白
塔
峪
堡
捕
擄
哨
夜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
二
日

225　
　
　

寧
遠
衛
経
歴
司
為
窃
賊
在
白
塔
峪
堡
捕
擄
哨
夜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
二
日

97

－

12　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
達
子
擄
去
長
定
堡
人
畜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
三
日

226　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
窃
賊
騒
擾
長
定
堡
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
三
日

97

－

13　

広
寧
左
衛
左
所
為
官
軍
斬
獲
犯
辺
達
子
首
級
得
獲
馬
匹
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
十
日

229　
　
　

  

広
寧
左
衛
左
所
為
達
賊
犯
辺
殺
擄
人
畜
及
官
軍
斬
獲
首
級
得
獲
馬
匹
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初

十
日

97
－

14　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
報
達
子
騒
擾
孤
山
新
堡
搶
擄
人
畜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
十
日
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227　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
窃
賊
騒
擾
孤
山
新
堡
搶
擄
人
畜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
初
十
日

97

－

15　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
達
子
犯
辺
官
軍
迎
戦
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
十
八
日

230　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
達
虜
犯
辺
官
軍
迎
戦
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月
十
六
日

97

－

16　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
大
静
堡
哨
夜
稟
報
達
情
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

233　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
大
静
堡
夜
不
収
呈
報
達
情
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

97

－

17　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
大
鎮
堡
境
外
哨
探
被
達
子
擄
去
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

232　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
境
外
哨
探
被
擄
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

97

－

18　

鉄
嶺
衛
経
歴
司
為
達
子
犯
辺
官
軍
拒
堵
出
境
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

236　
　
　

鉄
嶺
衛
経
歴
司
為
達
賊
犯
辺
官
軍
拒
堵
出
境
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

97

－

19　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
厳
稽
大
鎮
堡
被
達
子
擄
去
逃
回
人
口
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

234　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
厳
稽
大
鎮
堡
回
郷
人
口
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

97

－

20　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
達
子
在
清
河
堡
擄
掠
人
畜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

228　
　
　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
窃
賊
在
清
河
堡
擄
掠
人
畜
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

97

－

21　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
達
子
在
大
興
堡
捕
捉
墩
軍
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

231　
　
　

義
州
衛
指
揮
使
司
為
窃
賊
在
大
興
堡
捕
捉
墩
軍
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

97
－

22　

広
寧
指
揮
使
司
為
達
子
在
狼
洞
溝
擄
去
人
馬
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
四
月

237　
　
　

広
寧
衛
指
揮
使
司
為
窃
賊
入
鎮
夷
堡
搶
擄
人
馬
射
傷
余
丁
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
五
月
初
二
日

実録と档案の間
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以
上
、
後
者
の
数
え
方
で
二
十
五
本
の
档
案
が
あ
る
が
、
照
合
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
史
料
集
に
よ
っ
て
档
案
の
整
理
の
仕
方
が
異

な
る
場
合
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
原
档
案
の
残
存
が
か
な
り
断
片
的
で
あ
る
た
め
、
史
料
集
編
纂
者
の
整
理
の
仕
方
に
よ
り

同
一
档
案
と
見
な
す
か
否
か
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
関
係
す
る

档
案
の
構
成
を
見
て
み
る
と
、
現
地
各
機
関
が
巡
按
山
東
監
察
御
史
に
呈
上
し
た
報
告
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
発
信
元
は
後
者

ベ
ー
ス
で
、

定
遼
左
衛
指
揮
使
司 
一

定
遼
右
衛 
一

遼
東
都
指
揮
使
司
経
歴
司 

九

三
万
衛
経
歴
司 

一

鉄
嶺
衛
経
歴
司 

一

義
州
衛
指
揮
使
司 

八

広
寧
前
屯
衛 

一

広
寧
左
衛
左
所 

一

広
寧
衛
指
揮
使
司 

一

寧
遠
衛
経
歴
司 

一
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で
あ
り
、
遼
東
河
西
の
広
寧
・
義
州
・
寧
遠
で
十
二
本
、
遼
東
河
東
の
遼
東
都
司
（
含　

定
遼
諸
衛
）・
三
万
・
鉄
嶺
で
十
三
本
と
、
遼

東
の
河
西
と
河
東
で
半
分
ず
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
万
暦
九
年
二
月
か
ら
五
月
ま
で
の
受
け
取
り
先
の
巡
按
山
東
監

察
御
史
は
基
本
的
に
全
て
于
応
昌
で
あ
る
。
拙
著
で
取
り
上
げ
た
『
明
実
録
』
の
記
載
を
見
て
い
く
と
、
万
暦
八
年
か
ら
九
年
に
巡
按

山
東
監
察
御
史
と
し
て
遼
東
管
区
の
按
治
に
当
た
っ
た
の
は
安
九
域
が
万
暦
七
年
二
月
か
ら
同
八
年
三
月
、
于
応
昌
が
万
暦
九
年
正
月

か
ら
同
十
一
年
九
月
、
馬
允
登
が
万
暦
九
年
十
月
か
ら
同
十
年
十
二
月
ま
で
確
認
で
き
る
。
明
朝
档
案
か
ら
す
れ
ば
于
応
昌
の
名
前
が

万
暦
八
年
二
月
、
七
月
に
確
認
で
き
る
。
巡
按
監
察
御
史
の
任
期
は
基
本
一
年
で
あ
る）

6
（

。
安
九
域
と
馬
允
登
は
ほ
ぼ
一
年
の
任
期
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
于
応
昌
に
関
し
て
は
約
三
年
半
に
わ
た
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、『
明
実
録
』
に
お
け

る
万
暦
十
一
年
代
の
于
応
昌
の
記
事
は
過
去
の
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
役
の
そ
れ
で
は
な
い
。
ま
た
、
万
暦
九
年
六
月
五
日

（
丁
酉
）
に
は
職
を
去
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
現
役
の
記
事
と
し
て
は
万
暦
九
年
四
月
ま
で
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
于
応

昌
の
巡
按
山
東
監
察
御
史
と
し
て
の
任
期
は
档
案
史
料
を
考
慮
し
て
も
万
暦
九
年
五
月
で
終
わ
り
、
そ
れ
以
降
は
馬
允
登
に
引
き
継
が

れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
于
応
昌
の
任
期
の
始
ま
り
は
档
案
に
お
い
て
万
暦
八
年
二
月
と
七
月
に
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
万
暦
八
年
二
月
ま
で
は
遡
れ
る
で
あ
ろ
う
。
于
応
昌
の
前
任
者
で
あ
る
安
九
域
の
『
明
実
録
』
に
お
け
る
最
後
の
記
録
が
同
二
月
で

あ
る
。
多
少
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
記
録
に
あ
る
と
す
れ
ば
同
年
正
月
ま
で
か
、
入
れ
違
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
も
安
九
域
の
在
任
は
二

月
ま
で
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
安
九
域
と
馬
允
登
の
任
期
は
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
一
年
で
あ
り
、
于
応
昌
は
万
暦
八
年
二
月
か
ら
同

九
年
五
月
ま
で
の
最
大
一
年
四
ヶ
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
少
し
長
い
と
も
言
え
る
が
、
一
年
任
期
に
限
り
な
く
近
い
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
于
応
昌
の
元
に
は
遼
東
鎮
の
全
域
か
ら
報
告
が
上
が
っ
て
い
る
様
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

実録と档案の間
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二　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
官
軍
斬
獲
犯
辺
達
子
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文
に
つ
い
て

さ
て
、
こ
れ
ら
の
档
案
の
中
、
97

－

4　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
官
軍
斬
獲
犯
辺
達
子
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万

暦
九
年
三
月
初
十
日
（
221　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
虜
賊
犯
辺
官
軍
斬
獲
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
十
日
）
を
見

て
み
よ
う
。

こ
の
档
案
の
表
紙
に
は
「
抄
謄
写
字
管
鉞
□
」
と
档
案
を
書
写
し
た
胥
吏
の
名
前
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
続
い
て
貼
り
紙
が
し
て
あ

る
も
の
の
、
殆
ど
は
破
れ
て
し
ま
っ
た
紙
の
残
存
部
分
に
は
、

…
…
総
兵
曹
簠
今
将

…
…
…
□
由
書
冊

と
あ
り
、
貼
り
紙
の
下
部
に
か
か
る
よ
う
に
「
遼
東
都
指
揮
使
司
経
歴
司
之
印
」
の
官
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

97

－
6
档
案
に
お
い
て
同
所
に
は
、

駐
箚
遼
陽
地
方
副
総
兵
曹
簠
今
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…
…
情
縁
由
書
冊

と
あ
る
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
当
該
档
案
の
内
容
を
題
目
と
し
た
も
の
で
、「（
駐
箚
遼
陽
地
方
副
）
総
兵
曹
簠
今
（
将
虜
賊
犯
辺
官
軍

家
丁
奮
勇
追
出
境
外
斬
獲
首
級
得
獲
達
馬
夷
器
等
情
縁
）
由
書
冊
」
に
類
い
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
档
案
の
表
紙

部
分
は
『
明
代
遼
東
档
案
匯
編
』
221
に
は
収
録
さ
れ
て
は
い
な
い
。

続
い
て
本
文
を
『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
の
原
档
案
の
形
式
を
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
す
る
と
、

遼
東
都
指
揮
使
司
経
歴
司
為
虜
賊
犯
辺
、
官
軍
・
家

丁
奮
勇
追
出
境
外
、
斬
獲
首
級
、
得
獲
達
馬
・
夷
器
等

事
。
承
奉
駐
箚
遼
陽
地
方
副
総
兵
中
軍
都

督
府
署
都
督
僉
事
曹
簠
箚
付
、
准
分
守
遼
海
東
寧
道
張
参
政

手
本
、
蒙

巡
按
山
東
監
察
御
史
于　

憲
牌
、
据
鎮
静
守
備
劉

崇
政
稟
、
据
市
夷
那
安
児
等
到
関
報
説
、
有
土
蛮
等

衆
頭
脳
到
境
外
地
名
平
山
等
処
下
営
、
説
要
講
貢
、

不
准
、
就
要
進
搶
攻
尅
城
堡
等
情
。
又
、
蒙

欽
差
鎮
守
遼
東
総
兵
官
寧
遠
伯
李
火
牌
、
据
開
原
参

実録と档案の間
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将
楊
五
典
稟
、
据
夷
人
王
台
差
部
落
報
説
、
大
虜
達
子

老
撒
卜
児
亥
等
伍
個
頭
児
在
西
北
下
営
、
要
搶
南
朝

地
方
。
又
、
蒙

欽
差
巡
撫
遼
東
都
御
史
周　

憲
牌
、
亦
為
前
事
、
倶
備
行
、
本
職

整
搠
兵
馬
、
差
人
遠
為
哨
探
、
収
斂
人
畜
、
加
謹
提
備
、
等

因
。
蒙
此
、
除
厳
行
各
備
守
等
官
加
謹
提
備
外
、
本
年

貳
月
貳
拾
貳
日
、
据
長
勇
備
禦
何
応
魁
差
夜
不
収

王
成
報
称
、
貳
拾
壹
日
、
達
賊
約
有
拾
騎
上
墻
殺
死
走

空
墩
軍
等
情
。
据
此
、
本
職
（
本
職
は
小
文
字
）
随
会
同
分
守
遼
海
東
寧
道

張
参
政
、
統
領
官
軍
・
家
丁
、
于
本
日
赴
長
勇
堡
駐
防
、
至
参

月
初
参
日
、
移
駐
長
勝
堡
、
至
初
陸
日
卯
時
、
据
守
長
勝
堡

百
戸
古
大
相
稟
、
据
本
堡
瞭
火
軍
人
王
好
漢
稟
報
、
従
堡

南
挨
台
扯
挙
単
旗
、
吹
掌
海
螺
。
本
職
（
本
職
は
小
文
字
）
据
報
、
即
時
統
領

中
軍
范
芝
等
官
軍
・
家
丁
、
順
辺
馳
追
、
至
地
名
虎
伯
大

臺
迎
）
7
（

。
据
長
安
備
禦
崔
吉
差
夜
不
収
王
義
稟
報
、
達

賊
約
有
百
拾
余
騎
、
従
長
安
堡
該
営
孫
真
臺
南
空

壹
半
進
入
、
壹
半
在
墻
外
、
前
賊
遥
見
順
辺
南
北
両
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路
兵
馬
灰
塵
、
即
回
出
境
。
本
職
（
本
職
は
小
文
字
）
臺
督
率
中
軍
范
芝
、
旗
鼓

兼
管
家
丁
事
楊
四
維
・
備
禦
崔
吉
・
何
応
魁
・
千
総
凌
雲
・

周
體
元
・
王
景
魁
・
陳
鵬
・
金
承
武
・
佟
暹
・
把
総
李
志
公
・
郭
文

才
・
白
万
鎰
・
金
文
高
・
王
善
・
佟
棟
・
潘
汝
楫
・
張
大
化
・
佟
応
科
・

李
開
先
・
石
定
玉
・
王
延
祚
・
馬
騰
霄
・
守
堡
古
大
相
・
呉
胤
祖
、

従
孫
真
台
南
空
出
境
、
追
至
地
名
爛
蒲
河
赶
上
前
賊
。

本
職
（
本
職
は
小
文
字
）
申
厳
号
令
、
督
率
官
軍
・
家
丁
曹
珮
・
曹
天
得
・
曹
国

勲
等
、
各
用
弓
矢
・
鎗
刀
混
砍
壹
処
、
就
陣
本
営
斬
獲
首

級
陸
顆
、
前
賊
敗
走
。
本
職
（
本
職
は
小
文
字
）
復
宣
号
令
、
追
殺
至
中
遼
河
、

本
営
又
斬
獲
首
級
玖
顆
、
長
安
備
禦
崔
吉
下
又
斬
首
級

壹
顆
、
長
勇
備
禦
何
応
魁
下
又
斬
首
級
伍
顆
、
前
後
共

斬
首
級
貳
拾
壹
顆
。
内
降
夷
擺
言
指
認
出
本
営
姚
得
勝

斬
賊
首
哈
当
打
剌
漢
、
得
獲
達
馬
壹
拾
陸
匹
、
本
営
馬
壹

拾
肆
匹
）
8
（

、
備
禦
何
応
魁
下
馬
貳
匹
、
射
死
達
馬
壹
拾
参

匹
、
得
獲
明
甲
伍
副
・
明
盔
伍
頂
・
弓
箭
貳
拾
壹
副
・
夷
器

等
件
倶
全
。
射
死
長
安
堡
擺
撥
夜
不
収
壹
名
侯
得

山
、
射
傷
長
勇
堡
回
営
身
故
擺
撥
夜
不
収
壹
名
王
尚
卿
、

実録と档案の間
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射
傷
本
営
家
丁
于
見
等
貳
拾
壹
名
、
射
死
官
馬

壹
拾
柒
匹
、
本
営
馬
壹
拾
肆
匹
、
長
安
堡
馬
壹
匹
、
長

勇
等
堡
馬
貳
匹
、
前
賊
並
無
深
入
腹
裏
、
亦
無
搶
擄

人
畜
。
又
、
据
長
安
備
禦
指
揮
崔
吉
呈
、
据
守
長
安
堡

指
揮
呉
胤
祖
呈
称
、
初
陸
日
寅
時
分
、
据
遠
哨
夜
不

収
祝
丙
稟
称
、
伊
等
出
境
、
哨
至
地
名
下
死
河
倒
臺
、

哨
見
達
賊
約
有
百
拾
余
騎
、
従
西
北
往
東
跑
走
等

情
。
稟
報
間
、
至
本
日
卯
時
、
又
据
監
孫
真
臺
夜
不

収
姚
玉
六
稟
報
、
伊
与
本
臺
直
日
甲
軍
普
敬
先

瞭
見
境
外
長
泊
林
内
、
突
出
達
賊
約
有
百
拾
余
騎
、

徑
奔
本
臺
南
空
窇
墻
、
壹
半
進
入
、
壹
半
在
墻
外
、
該

臺
即
扯
旗
放
砲
、
左
右
隣
臺
壹
斉
接
挙
。
備
禦
崔

吉
聞
報
、
壹
面
差
夜
不
収
王
義
等
分
投
走
報
、
壹
面

統
領
職
等
兵
馬
跟
隨
曹
副
総
兵
追
出
境
外
、
卑

職
部
下
斬
獲
首
級
壹
顆
、
射
死
本
堡
擺
撥
夜
不

収
壹
名
侯
得
山
、
射
傷
長
定
堡
家
丁
壹
名
朴
景

禄
、
射
死
長
安
堡
軍
人
李
那
海
、
官
馬
壹
匹
。
前
賊
並
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無
深
入
、
亦
無
搶
擄
人
畜
。
又
据
長
勇
備
禦
都
指
揮

何
応
魁
呈
、
据
守
長
勝
堡
百
戸
古
大
相
開
呈
、
在
□

卑
職
部
下
斬
首
伍
顆
、
得
獲
達
馬
貳
匹
、
射
傷
長

勇
堡
回
営
身
故
夜
不
収
壹
名
王
尚
卿
、
射
死
長
勇

等
堡
官
馬
貳
匹
。
各
縁
由
具
呈
到
職
（
職
は
小
文
字
）。
据
此
、
隨
将
斬

獲
首
級
、
得
獲
達
馬
・
夷
器
等
件
并
陣
亡
・
射
傷
軍

丁
及
射
死
馬
匹
、
備
造
文
冊
壹
本
、
擬
合
呈
験
、
為
此
、

今
将
前
項
縁
由
合
行
箚
付
本
司
、
即
便
具
呈

巡
按
山
東
監
察
御
史
于　

処
、
伏
乞

照
詳
施
行
。
奉
此
、
理
合
具
呈
施
行
、
須
至
呈
者
。

右　

呈

巡
按
山
東
監
察
御
史
于

万
暦
玖
年
参
月
初
十
（
初
十
は
後
か
ら
の
書
き
入
れ
）
日
経
歴
任
梓

 

都
事
李
梅　

公
出
（
公
出
は
小
文
字
）

実録と档案の間
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典
吏
張
国
棟

で
あ
る
。
形
式
上
は
万
暦
九
年
三
月
十
日
に
遼
東
都
指
揮
使
司
経
歴
司
（
以
下
、
遼
東
都
司
経
歴
司
）
の
経
歴
任
梓
等
か
ら
巡
按
山
東
監

察
御
史
于
応
昌
に
送
ら
れ
た
呈
文
で
あ
る
。
た
だ
、
档
案
の
全
体
的
な
内
容
か
ら
す
る
と
、
駐
箚
遼
陽
地
方
副
総
兵
中
軍
都
督
府
署
都

督
僉
事
で
あ
る
曹
簠
）
9
（

が
万
暦
九
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
翌
三
月
六
日
に
か
け
て
行
っ
た
戦
闘
の
戦
功
評
価
を
巡
按
山
東
監
察
御
史
で
あ

る
于
応
昌
）
10
（

に
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
档
案
の
構
成
を
見
て
行
く
と
、
曹
簠
の
箚
付
を
受
け
取
っ
た
遼
東
都
司
経
歴
司
が
于

応
昌
の
と
こ
ろ
に
呈
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
曹
簠
の
箚
付
は
お
お
よ
そ
四
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

①　

市
夷
那
安
児
等
の
報
↓
鎮
静
守
備
の
劉
崇
政
の
稟
↓
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
の
憲
牌
↓
分
守
遼
海
東
寧
道）
11
（

張
参
政
の
手
本

↓
曹
簠
の
順
に
伝
わ
っ
て
来
た
情
報
で
あ
り
、
鎮
静
堡
守
備
の
劉
崇
政
が
互
市
に
出
入
り
す
る
市
夷
の
那
安
児
等
の
報
を
受
け
て
報
告

を
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
市
夷
那
安
児
等
、
関
に
到
り
報
ず
る
に
据
り
た
る
に
説
へ
ら
く
、
土
蛮
等
の
衆
の
頭
脳
、

境
外
の
地
名
、
平
山
等
の
処
に
下
営
し
、
貢
を
講
ず
る
を
要
め
、
准
さ
ざ
れ
ば
、
就
ち
進
搶
し
て
城
堡
を
攻
尅
す
る
要
し
等
の
情
有
り
」

と
あ
り
、
互
市
に
出
入
り
す
る
市
夷
を
通
じ
て
土
蛮
ら
が
入
貢
を
求
め
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
侵
攻
と
い
う
手
段
に
訴
え
る
計

画
を
し
て
い
る
情
報
で
あ
っ
た
。
鎮
静
守
備
の
劉
崇
政
の
報
告
が
一
旦
、
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
に
上
げ
ら
れ
、
于
応
昌
か
ら
分

守
遼
海
東
寧
道
の
張
参
政
に
情
報
が
下
り
、
張
参
政
か
ら
曹
簠
に
情
報
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
鎮
静
堡
は
総
兵
官
の
居
城
で
あ
る
広
寧

城
に
属
す
る
堡
で
あ
り
、
鎮
静
守
備
の
劉
崇
政
か
ら
の
稟
は
当
然
、
総
兵
官
李
成
梁
の
元
に
届
い
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
一
方
で
情
報
は
鎮
静
守
備
劉
崇
政
か
ら
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
に
上
げ
ら
れ
、
同
じ
監
察
の
官
で
あ
る
遼
海
東
寧
道
張
参
政

に
下
さ
れ
、
境
界
防
衛
の
注
意
喚
起
の
必
要
性
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
副
総
兵
官
の
曹
簠
に
情
報
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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②　

夷
人
王
台
差
部
落
の
報
↓
開
原
参
将
楊
五
典
の
稟
↓
欽
差
鎮
守
遼
東
総
兵
官
寧
遠
伯
李
）
12
（

の
火
牌
↓
曹
簠
の
順
に
伝
わ
っ
て
来
た
情

報
で
あ
り
、
開
原
参
将
楊
五
典
が
夷
人
の
王
台
が
寄
越
し
た
部
落
の
報
を
受
け
て
報
告
を
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
夷

人
王
台
差
す
る
の
部
落
、
報
ず
る
に
据
る
に
説
へ
ら
く
、
大
虜
達
子
老
撒
卜
児
亥
等
の
伍
個
頭
児
は
西
北
に
在
り
て
下
営
し
、
南
朝
地

方
を
搶
う
要
し
」
と
あ
り
、
明
朝
と
は
開
原
の
馬
市
に
出
入
り
し
、
朝
貢
関
係
に
あ
っ
た
ジ
ュ
シ
ェ
ン
の
王
台
が
人
を
遣
わ
し
て
、
大

虜
達
子
の
老
撒
卜
児
亥
ら
五
人
の
リ
ー
ダ
ー
は
西
北
に
着
陣
し
、
南
朝
（
明
朝
）
地
方
へ
の
攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
情
報
を
通
報
し
て

き
た
。
そ
こ
で
開
原
参
将
の
楊
五
典
は
辺
境
に
対
す
る
攻
撃
計
画
だ
っ
た
た
め
総
兵
官
に
情
報
を
上
げ
て
い
る
。
総
兵
官
は
基
本
的
に

広
寧
に
居
城
し
て
い
る
の
で
、
開
原
に
近
い
遼
東
河
東
の
遼
陽
に
居
城
す
る
副
総
兵
官
曹
簠
に
指
示
を
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③　

欽
差
巡
撫
遼
東
都
御
史
周
詠
）
13
（

の
憲
牌
↓
曹
簠
の
順
に
も
た
ら
さ
れ
た
指
示
で
あ
り
、「
亦
た
前
事
の
為
め
に
す
。」
と
あ
る
か
ら
、

鎮
静
堡
と
開
原
か
ら
の
情
報
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、「
倶
に
備
え
行
い
、
本
職
は
兵
馬
を
整
搠
し
、
人
を
差
し
て

遠
く
哨
探
を
為
し
、
人
畜
を
収
斂
し
、
提
備
を
加
へ
謹
し
め
。」
と
の
指
示
に
従
い
、「
厳
し
く
お
の
お
の
備
守
等
官
に
提
備
を
加
へ
謹

し
む
を
行
わ
」
せ
た
。
つ
ま
り
、
①
②
の
情
報
は
遼
東
巡
撫
の
周
詠
に
も
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
曹
簠
に
遼
東
河
東
の
防
備
に
つ
い
て
の

注
意
喚
起
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

④　

曹
簠
に
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
報
告

4

－

1
．
万
暦
九
年
二
月
二
十
二
日　

長
勇
備
禦
何
応
魁
が
夜
不
収）
14
（

王
成
を
派
遣
し
て
報
告
し
て
来
た
情
報
で
、「
称
す
ら
く
、
二
十

一
日
、
達
賊
十
騎
ば
か
り
、
墻
を
上
り
て
殺
死
し
、
空
墩
軍
を
走
ら
」
せ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
曹
簠
は
分
守
遼
海
東
寧

道
参
政
張
と
と
も
に
官
軍
・
家
丁
を
率
い
て
本
日
（
恐
ら
く
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
）
に
長
勇
堡
に
赴
い
て
駐
防
し
、
三
月
三
日

に
至
っ
て
長
勝
堡
に
移
動
し
た
。
長
勇
堡
と
長
勝
堡
は
遼
陽
城
を
居
城
と
す
る
副
総
兵
官
の
管
轄
下
に
あ
る
。

実録と档案の間
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4

－

2
．
万
暦
九
年
三
月
六
日
卯
時
（
午
前
六
時
頃
）　

守
長
勝
堡
百
戸
古
大
相
の
稟
に
よ
れ
ば
、「
本
堡
瞭
火
軍
人
王
好
漢
の
稟
に
据

れ
る
に
報
ず
ら
く
、
堡
南
従
り
台
に
挨
づ
き
、
単
旗
を
扯
挙
し
、
海
螺
を
吹
掌
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
曹
簠
は
即

座
に
中
軍
范
芝
等
官
軍
・
家
丁
を
率
い
て
辺
沿
い
に
追
跡
し
て
虎
伯
大
臺
で
待
ち
構
え
た
。

4

－

3
．
長
安
備
禦
崔
吉
が
夜
不
収
王
義
を
派
遣
し
て
稟
を
も
た
ら
し
報
告
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
は
、「
達
賊
百
十
騎
余
り
、
長
安
堡

の
該
営
の
孫
真
臺
南
空
従
り
一
半
が
進
入
、
一
半
は
墻
外
に
在
り
、
前
賊
遥
か
に
順
辺
南
北
両
路
の
兵
馬
の
灰
塵
を
見
て
、
即
ち
回
り

て
出
境
す
。」
と
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
曹
簠
は
中
軍
の
范
芝
、
旗
鼓
兼
管
家
丁
事
の
楊
四
維
、
備
禦
の
崔
吉
・
何
応
魁
・
千
総
の
凌
雲
・

周
體
元
・
王
景
魁
・
陳
鵬
・
金
承
武
・
佟
暹
、
把
総
の
李
志
公
・
郭
文
才
・
白
万
鎰
・
金
文
高
・
王
善
・
佟
棟
・
潘
汝
楫
・
張
大
化
・

佟
応
科
・
李
開
先
・
石
定
玉
・
王
延
祚
・
馬
騰
霄
・
守
堡
の
古
大
相
・
呉
胤
祖
を
率
い
て
孫
真
台
南
空
か
ら
出
境
し
、
追
撃
し
て
爛
蒲

河
に
至
っ
て
賊
に
追
い
つ
い
た
。
そ
こ
で
号
令
一
下
、
官
軍
や
家
丁
の
曹
珮
・
曹
天
得
・
曹
国
勲
ら
を
率
い
て
、
乱
戦
と
な
っ
た
。
家

丁
は
曹
簠
の
一
族
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
営
で
は
首
級
六
顆
を
斬
獲
し
、
敗
走
す
る
敵
を
追
っ
て
中
遼
河
で
さ
ら
に
首
級
九
顆
を
斬
獲
し

た
。
長
安
備
禦
崔
吉
の
部
下
が
首
級
一
顆
を
斬
り
、
長
勇
備
禦
何
応
魁
の
部
下
が
首
級
五
顆
を
斬
り
、
総
計
で
斬
首
の
数
は
二
十
一
顆

と
な
り
、
降
夷
の
証
言
で
本
営
の
姚
得
勝
は
賊
首
の
哈
当
打
剌
漢
を
斬
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
獲
得
し
た
達
馬
は
十
六
匹
（
本

営
十
四
匹
・
備
禦
何
応
魁
の
部
下
が
二
匹
）、
射
殺
し
た
達
馬
十
三
匹
、
ま
た
、
甲
五
副
、
盔
五
頂
、
弓
箭
二
十
一
副
、
夷
器
等
を
獲
得
し
た
。

味
方
の
死
傷
者
は
、
死
亡
が
長
安
堡
夜
不
収
の
侯
得
山
・
長
勇
堡
夜
不
収
の
王
尚
卿
の
二
名
、
負
傷
が
本
営
の
家
丁
于
見
ら
二
十
一
名
、

射
殺
さ
れ
た
官
馬
は
十
七
匹
（
本
営
馬
十
四
匹
、
長
安
堡
馬
一
匹
、
長
勇
等
堡
馬
二
匹
）、
賊
の
内
地
へ
の
侵
入
と
人
畜
の
略
取
は
無
か
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

4
－

4
．
こ
の
三
月
六
日
の
戦
闘
に
つ
い
て
、
曹
簠
は
す
で
に
そ
の
経
過
・
成
果
・
被
害
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
曹
簠
の
率
い
る
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部
隊
は
曹
簠
自
身
が
率
い
る
本
営
、
長
安
備
禦
指
揮
崔
吉
隊
及
び
長
勇
備
禦
都
指
揮
何
応
魁
隊
の
三
グ
ル
ー
プ
か
ら
形
成
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
崔
吉
隊
及
び
何
応
魁
隊
の
戦
闘
経
過
等
は
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
曹
簠
へ
の
報
告
に
拠
っ
た
。

4

－

4

－

1
．
長
安
備
禦
指
揮
崔
吉
の
呈
に
拠
る
と
、「
守
長
安
堡
指
揮
呉
胤
祖
の
呈
に
据
る
に
称
す
ら
く
、
初
陸
日
寅
時
分
（
午
前

四
時
頃
）、
遠
哨
夜
不
収
祝
丙
の
稟
に
据
り
て
称
す
ら
く
、
伊
等
出
境
し
、
哨
し
て
地
名　

下
死
河
倒
臺
に
至
り
、
達
賊
約
有
百
拾
余
騎
、

西
北
従
り
東
に
往
き
跑
走
す
る
を
哨
見
せ
る
、
等
の
情
あ
り
」、
と
の
報
告
が
届
く
間
、
卯
時
（
午
前
六
時
頃
）、
孫
真
臺
を
監
す
る
の

夜
不
収
姚
玉
六
の
稟
に
据
り
て
稟
る
報
告
で
は
、「
伊
は
本
臺
（
＝
孫
真
臺
）
直
日
甲
軍
の
普
敬
先
と
境
外
の
長
泊
林
内
を
瞭
見
す
る
に
、

達
賊
約
有
百
拾
余
騎
突
出
し
、
徑
ち
に
本
臺
（
＝
孫
真
臺
）
南
空
窇
墻
に
奔
り
、
一
半
は
進
入
し
、
一
半
は
墻
外
に
在
り
、
該
臺
（
＝
孫

真
臺
）
は
即
ち
旗
を
扯
げ
て
砲
を
放
ち
、
左
右
の
隣
臺
は
一
斉
に
接
挙
し
た
」
と
。
備
禦
崔
吉
が
こ
の
こ
と
を
報
告
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

「
一
面
、
夜
不
収
王
義
等
を
差
し
て
走
報
に
分
投
し
、
一
面
、
職
等
（
＝
崔
吉
）
の
兵
馬
を
統
領
し
、
曹
副
総
兵
に
跟
隨
し
て
境
外
に
追

出
す
。
卑
職
（
＝
崔
吉
）
の
部
下
は
首
級
一
顆
を
斬
獲
し
、
射
死
せ
る
本
堡
（
＝
長
安
堡
）
の
擺
撥
の
夜
不
収
一
名
侯
得
山
、
射
傷
せ
る

長
定
堡
の
家
丁
一
名
朴
景
禄
、
射
死
せ
る
長
安
堡
軍
人
李
那
海
、
官
馬
一
匹
な
り
。
前
賊
並
び
に
深
入
す
る
無
く
、
亦
た
人
畜
を
搶
擄

す
る
無
し
。」
と
あ
り
、
曹
簠
の
崔
吉
配
下
の
戦
績
は
崔
吉
の
呈
に
拠
る
こ
と
が
分
か
る
。
長
定
堡
も
遼
陽
城
に
属
す
る
堡
で
あ
る
が
、

長
安
堡
の
部
隊
に
長
定
堡
の
家
丁
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
は
不
可
思
議
で
、
或
い
は
長
安
堡
の
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
曹
簠
の

報
告
と
比
較
す
る
と
、「
射
死
せ
る
長
安
堡
軍
人
李
那
海
」
を
曹
簠
は
死
亡
者
と
し
て
含
め
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

4

－
4

－
2
．
長
勇
備
禦
都
指
揮
何
応
魁
の
呈
に
拠
る
と
、「
守
長
勝
堡
百
戸
の
古
大
相
開
呈
に
据
り
た
る
に
、
在
□
の
卑
職
（
＝
古

大
相
）
の
部
下
は
首
五
顆
を
斬
り
、
達
馬
二
匹
を
得
獲
し
、
射
傷
せ
る
長
勇
堡
の
回
営
し
て
身
故
せ
る
夜
不
収
一
名
王
尚
卿
、
射
死
せ

る
長
勇
等
堡
の
官
馬
二
匹
な
り
」
と
あ
り
、
長
勝
堡
は
遼
陽
城
に
属
す
る
堡
で
あ
り
、
か
つ
長
勇
堡
に
属
し
て
い
る
。
や
は
り
、
曹
簠
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の
何
応
魁
配
下
の
戦
績
は
何
応
魁
の
呈
に
拠
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
、
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
分
か
る
通
り
、
曹
簠
は
三
方
か
ら
の
情
報
提
供
・
指
示
を
受
け
て
お
り
、
自
身
の
戦
闘
指
揮
に
お
い

て
も
、
配
下
の
備
禦
二
名
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
全
体
と
し
て
の
報
告
書
を
ま
と
め
て
遼
東
都
司
経
歴
司
を
通
し
て
巡
按
山
東
監
察

御
史
于
応
昌
の
検
閲
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
へ
の
報
告
は
そ
の
後
、
ど
の

よ
う
な
形
で
皇
帝
に
報
告
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
万
暦
九
年
の
『
明
実
録
』
の
記
事
を
検
討
し
て
み
る
。

三　
『
明
実
録
』
に
お
け
る
万
暦
九
年
初
の
「
虜
賊
」
の
遼
東
鎮
襲
撃
と
功
罪
記
事
に
つ
い
て

万
暦
九
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
「
虜
賊
」
の
遼
東
鎮
襲
撃
は
『
明
実
録
』
に
は
ど
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
、『
明
実
録
』
万
暦
九
年
正
月
癸
酉
（
八
日
）
の
条
に
は
、

大
虜
二
万
余
騎
犯
遼
東
従
大
鎮
堡
入
突
攻
錦
州
、
分
掠
小
凌
河
・
松
山
・
杏
山
等
処
、
総
兵
李
成
梁
督
兵
馳
援
、
斬
獲
虜
首
一
十

八
顆
。
翌
日
、
虜
出
境
。
初
九
日
、
虜
二
百
余
騎
犯
遼
陽
長
寧
堡
、
副
総
兵
曹
簠
帥
兵
迎
敵
、
斬
虜
首
二
顆
。
督
撫
梁
夢
龍
等
上

其
事
、
言
参
将
熊
朝
臣
血
戦
保
城
。
乞
加
重
賞
。
簠
斬
獲
雖
不
多
、
士
気
頓
増
、
陣
亡
加
銜
遊
撃
周
之
望
効
死
報
国
、
俱
応
賞
録
。

併
列
参
将
栗
卿
等
踈
虞
之
罪
。
部
覆
上
請
、
乞
查
勘
。
上
従
之
。
詔
賞
熊
朝
臣
等
、
銀
両
有
差
。

と
あ
る
よ
う
に
、
万
暦
九
年
正
月
八
日
の
時
点
に
お
け
る
薊
遼
総
督
梁
夢
龍）
15
（

及
び
遼
東
巡
撫
周
詠
ら
の
上
奏
に
お
い
て
、
遼
東
鎮
へ
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の
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
と
そ
の
撃
退
、
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
功
罪
に
つ
い
て
の
報
告
と
、
皇
帝
か
ら
の
恩
賞
が
示
さ
れ
た
。
遼
東
鎮
へ
の

モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
が
い
つ
で
あ
る
か
必
ず
し
も
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
翌
日
」「
初
九
日
」
と
い
う
文
言
に
着
目
す
る
と
、
最
も

遅
く
と
も
万
暦
八
年
十
二
月
初
に
モ
ン
ゴ
ル
が
遼
東
鎮
の
遼
東
河
西
の
各
地
に
侵
入
し
、
翌
日
に
は
撤
退
し
た
。
そ
の
後
、
十
二
月
九

日
に
遼
陽
城
に
附
属
す
る
長
寧
堡
に
侵
入
が
あ
り
、
副
総
兵
官
の
曹
簠
が
軍
を
率
い
て
応
戦
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

登
場
す
る
副
総
兵
官
の
曹
簠
は
『
明
実
録
』
万
暦
八
年
十
二
月
庚
申
（
二
十
五
日
）
の
条
に
は
、

以
鎮
武
堡
遊
撃
曹
簠
・
薊
鎮
馬
蘭
峪
参
将
陶
世
臣
・
居
庸
関
参
将
葛
臣
・
鎮
番
参
将
汪
廷
佐
・
延
綏
鎮
靖
堡
参
将
劉
滋
、
俱
為
副

総
兵
、
簠
遼
陽
、
世
臣
延
綏
、
臣
甘
州
、
廷
佐
涼
州
、
滋
寧
夏
。

と
あ
る
よ
う
に
、
広
寧
城
に
近
接
す
る
鎮
武
堡
の
游
撃
か
ら
副
総
兵
官
へ
と
昇
進
し
（
実
質
は
回
復
し
）、
万
暦
八
年
末
に
遼
陽
に
配
置

換
え
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
明
実
録
』
万
暦
九
年
二
月
乙
卯
（
二
十
一
日
）
の
条
に
は
、

遼
東
総
兵
李
成
梁
撃
虜
于
襖
郎
兔
、
敗
之
。
時
東
虜
土
蠻
黒
石
炭
等
紏
衆
謀
犯
広
寧
、
屯
住
辺
外
。
成
梁
偵
知
之
、
於
十
九
日
、

督
兵
、
従
大
寧
堡
出
境
、
昼
夜
馳
進
、
離
辺
四
百
余
里
、
至
地
名
襖
郎
兔
、
遇
虜
迎
敵
。
成
梁
督
前
鋒
精
鋭
奮
勇
夾
撃
、
自
辰
至

未
、
虜
披
靡
敗
遁
。
我
師
団
営
回
。
次
日
、
虜
復
来
追
襲
、
官
兵
回
迎
奮
撃
、
且
戦
且
行
。
二
十
三
日
五
鼓
、
入
境
。
在
陣
斬
獲

虜
首
三
百
四
十
三
顆
、
內
有
名
酋
首
阿
亥
・
恰
脱
柰
等
八
顆
、
達
馬
四
百
三
十
匹
・
夷
器
八
百
有
奇
。
捷
聞
。
上
遣
官
祭
告
郊
廟
、

文
武
百
官
各
称
賀
。

実録と档案の間
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と
あ
り
、「
二
十
三
日
五
鼓
」
に
注
目
す
る
と
、
本
件
は
二
月
の
事
で
は
な
く
前
月
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
万
暦
九
年
正
月
、
遼
東
総

兵
官
の
李
成
梁
は
東
虜
の
土
蠻
黒
石
炭
ら
が
広
寧
に
侵
入
を
謀
ろ
う
と
し
て
辺
外
に
駐
屯
し
て
い
る
こ
と
を
偵
察
に
よ
っ
て
把
握
し

た
。
そ
こ
で
、
正
月
十
九
日
に
軍
を
率
い
て
大
寧
堡
か
ら
出
撃
し
、
襖
郎
兔
で
敵
と
遭
遇
し
て
午
前
八
時
か
ら
午
後
二
時
頃
ま
で
戦
闘

と
な
り
、
敗
走
さ
せ
帰
陣
し
た
。
そ
の
翌
日
、
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
撃
が
あ
っ
て
応
戦
し
つ
つ
出
撃
し
、
二
十
三
日
午
後
四
時
頃
に
な
っ
て

辺
内
に
戻
っ
た
。
こ
の
一
連
の
戦
い
で
李
成
梁
は
大
き
な
戦
果
が
上
が
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
誰
に
よ
る
上
奏
で
あ
る
か
こ
の
記
事
だ

け
で
は
明
確
さ
を
欠
く
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
皇
帝
は
官
を
派
遣
し
て
郊
廟
に
祭
告
し
、
文
武
百
官
は
祝
賀
を
申
し
上

げ
た
。『
明
実
録
』
万
暦
九
年
三
月
己
卯
（
十
六
日
）
の
条
に
は
、

上
視
朝
、
以
遼
東
大
捷
、
遣
官
奏
告
郊
廟
。
鴻
臚
寺
宣
奏
捷
音
、
百
官
致
詞
称
賀
。

と
あ
り
、『
明
実
録
』
万
暦
九
年
三
月
辛
巳
（
十
八
日
）
の
条
に
は
、

兵
部
以
遼
東
大
捷
、
請
先
行
賞
後
勘
。
上
命
先
賞
李
成
梁
大
紅
紵
蟒
一
襲
、
余
同
梁
夢
龍
・
周
于
徳
等
各
銀
幣
、
有
差
。
其
応
叙

録
功
次
、
令
巡
按
御
史
作
速
覈
勘
具
奏
。

と
あ
り
、
先
の
大
勝
に
対
し
て
三
月
十
六
日
に
は
皇
帝
は
改
め
て
郊
廟
へ
の
奏
告
を
行
わ
せ
、
ま
た
、
鴻
臚
寺
や
百
官
は
祝
賀
を
申
し

上
げ
た
。
同
十
八
日
に
な
る
と
、
兵
部
は
恩
賜
を
先
行
し
て
行
い
、
功
罪
の
調
査
に
つ
い
て
は
後
に
行
う
こ
と
を
請
い
、
皇
帝
は
ま
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ず
李
成
梁
・
梁
夢
龍
・
周
于
徳）
16
（

等
に
恩
典
を
下
し
、
次
に
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
に
調
査
を
命
じ
た
。
と
も
あ
れ
97

－

4　

遼

東
都
司
経
歴
司
為
搠
官
軍
斬
獲
犯
辺
達
子
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
十
日
（
221　

遼
東
都
司
経
歴
司

為
虜
賊
犯
辺
官
軍
斬
獲
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
十
日
）
に
示
さ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
辺
境
襲
撃
の
様
子
は
、

こ
の
引
き
続
く
モ
ン
ゴ
ル
と
の
抗
争
の
一
部
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
記
事
と
し
て
『
明
実
録
』
万
暦
九
年
四
月
乙
巳
（
十

二
日
）
の
条
に
は
、

虜
克
石
炭
、
以
児
鄧
・
小
歹
青
等
聚
衆
従
長
安
堡
深
入
、
遼
陽
副
総
兵
曹
簠
領
兵
馳
追
、
至
堡
東
陥
虜
伏
中
、
殺
傷
千
総
陳
鵬
、

把
総
曹
汝
楫
、
陣
亡
官
軍
三
百
一
十
七
員
名
・
射
死
馬
四
百
六
十
四
匹
・
擄
去
男
婦
二
百
九
十
八
口
・
牲
畜
糧
米
数
百
。
御
史
于

応
昌
上
聞
、
因
劾
簠
寡
謀
喪
師
、
都
司
張
奇
功
策
応
観
望
、
備
禦
崔
吉
等
設
備
不
厳
、
乞
分
別
重
処
、
撫
鎮
官
素
有
功
、
相
応
免

究
。
上
命
革
曹
簠
・
張
奇
功
任
、
并
崔
吉
等
下
巡
按
御
史
提
問
、
周
詠
等
免
究
。

と
あ
り
、
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
の
上
聞
に
よ
り
、
そ
の
後
起
こ
っ
た
大
敗
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
の
具
体
的
な
日

時
は
こ
の
記
事
か
ら
だ
け
で
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
正
月
後
半
の
戦
闘
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
遼
陽
城
に
附
属
す
る
長
安
堡
か
ら
モ

ン
ゴ
ル
の
部
隊
が
深
く
入
り
込
み
、
副
総
兵
官
の
曹
簠
が
追
撃
し
た
と
こ
ろ
、
長
安
堡
の
東
で
伏
兵
に
遭
っ
て
大
敗
し
、
官
軍
三
一
七

人
が
戦
死
、
馬
四
六
四
匹
が
射
殺
さ
れ
、
二
九
八
名
が
連
れ
去
ら
れ
、
家
畜
や
糧
米
数
百
も
掠
奪
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
件
の
報
告
に
際
し
て
于
応
昌
は
曹
簠
、
張
奇
功
、
崔
吉
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
応
じ
た
処
分
を
求
め
、
一
方
で
遼
東
巡
撫
周
詠
は
こ

れ
ま
で
の
功
績
に
免
じ
て
追
求
の
対
象
か
ら
外
す
よ
う
求
め
た
。
皇
帝
は
曹
簠
と
張
奇
功
を
解
任
す
る
と
と
も
に
崔
吉
ら
は
巡
按
御
史

実録と档案の間
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に
下
し
て
取
り
調
べ
る
よ
う
命
じ
、
周
詠
ら
は
取
り
調
べ
の
対
象
か
ら
外
す
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
和
田
正
広
は
、
于

応
昌
は
副
総
兵
官
曹
簠
と
そ
の
配
下
を
重
く
罰
す
る
よ
う
求
め
、
周
詠
ら
遼
東
鎮
首
脳
部
へ
の
責
任
追
及
を
殊
更
に
封
じ
て
い
る
と
す

る
。
こ
れ
は
弱
い
敵
の
本
拠
地
を
殊
更
に
攻
め
て
大
き
な
戦
功
を
上
げ
る
戦
法
を
得
意
と
す
る
李
成
梁
に
于
応
昌
が
荷
担
し
、
侵
入
し

て
来
る
敵
と
勇
敢
に
戦
う
曹
簠
ら
を
追
い
落
と
す
こ
と
が
目
的
で
、
結
果
と
し
て
こ
の
四
月
十
二
日
に
は
曹
簠
ら
を
遂
に
追
い
落
と
す

こ
と
に
成
功
し
た
と
す
る）
17
（

。
  

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
万
暦
九
年
正
月
癸
酉
（
八
日
）
の
案
件
は
薊
遼
総
督
梁
夢
龍
及
び
遼
東
巡
撫
周
詠
ら
の
上
奏
に
よ
る
点

で
、
総
督
・
巡
撫
ら
出
軍
に
関
わ
る
官
僚
に
よ
る
上
奏
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
万
暦
九
年
四
月
乙
巳
（
十
二
日
）
の
案
件
は
巡

按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
に
よ
る
上
奏
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
万
暦
九
年
三
月
辛
巳
（
十
八
日
）
の
件
は
中
央
か
ら
巡
按
監
察
御
史
に
戦

功
評
価
の
報
告
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
遼
東
鎮
な
ど
辺
境
に
お
い
て
戦
闘
が
あ
っ
た
場
合
は
、

総
督
・
巡
撫
・
総
兵
官
ら
戦
闘
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
立
場
か
ら
皇
帝
に
対
す
る
報
告
が
上
が
る
一
方
、
戦
闘
に
対
す
る
情
報
は
現
場

か
ら
巡
按
監
察
御
史
に
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
巡
按
監
察
御
史
は
一
定
の
評
価
を
付
し
て
皇
帝
に
報
告
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
皇
帝
は
兵

部
な
ど
必
要
部
署
に
検
討
を
命
じ
て
、
必
要
に
応
じ
て
恩
賞
を
下
賜
す
る
一
方
、
詳
細
な
戦
闘
に
関
わ
る
功
罪
を
巡
按
監
察
御
史
に
調

査
・
報
告
さ
せ
て
、
最
終
的
な
戦
功
評
価
を
下
し
て
い
た
と
い
う
中
央
↑
↓
辺
境
の
や
り
と
り
の
手
順
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
点
を
今
後
、『
明
実
録
』
と
档
案
の
詳
細
な
突
き
合
わ
せ
検
討
で
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。
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四　

戦
功
評
価
と
巡
按
山
東
監
察
御
史

紙
幅
が
尽
き
つ
つ
あ
る
が
、『
明
実
録
』
万
暦
九
年
の
巡
按
山
東
監
察
御
史
の
按
察
報
告
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
、
特
に
モ
ン
ゴ
ル
の

襲
撃
に
絞
っ
て
見
て
お
き
た
い
。『
明
実
録
』
万
暦
九
年
正
月
庚
辰
（
十
五
日
）
の
条
に
は
、

兵
部
題
、
巡
按
山
東
御
史
于
応
昌
奏
、
勘
過
万
暦
八
年
九
月
內
寧
遠
興
水
県
堡
失
事
罪
。
奪
遊
撃
裴
永
勲
俸
三
月
、
下
千
戸
李
承

暘
巡
按
御
史
問
。
陣
亡
中
傷
軍
丁
蘇
州
等
三
十
八
名
賞
録
如
例
。

と
あ
り
、
寧
遠
城
の
附
属
に
な
る
興
水
県
堡
の
失
陥
に
つ
い
て
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
の
戦
功
評
価
を
受
け
て
兵
部
は
遊
撃
裴
永

勲
の
奪
俸
を
決
め
、
千
戸
李
承
暘
に
つ
い
て
は
更
に
巡
按
山
東
監
察
御
史
に
よ
る
取
り
調
べ
を
求
め
、
陣
亡
・
負
傷
の
軍
丁
蘇
州
ら
三

八
名
に
つ
い
て
は
定
例
通
り
記
録
し
て
恩
賞
を
下
賜
し
た
。
こ
れ
は
万
暦
八
年
九
月
の
興
水
県
堡
の
失
陥
に
つ
い
て
は
直
後
に
現
地
か

ら
の
報
告
が
北
京
に
上
が
っ
て
い
る
は
ず
で
、
こ
れ
に
対
し
て
、
巡
按
山
東
監
察
御
史
に
対
し
て
戦
功
評
価
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
報
告

を
元
に
兵
部
は
処
分
内
容
を
皇
帝
に
上
奏
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
取
り
調
べ
が
要
す
る
場
合
の
指
示
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。『
明
実
録
』
万
暦
九
年
九
月
辛
未
（
十
日
）
の
条
に
は
、

兵
部
覆
山
東
巡
按
于
応
昌
勘
過
遼
東
襖
郎
兔
大
捷
功
次
。
得
旨
、
総
督
梁
夢
龍
・
総
兵
李
成
梁
原
廕
錦
衣
各
陞
一
級
、
成
梁
加
禄

実録と档案の間
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米
一
百
石
、
巡
撫
周
詠
陞
俸
一
級
、
加
授
勳
階
誥
命
、
余
将
・
吏
・
軍
・
丁
等
、
陞
賞
開
伍
有
差
。

と
あ
り
、『
明
実
録
』
万
暦
九
年
九
月
丁
亥
（
二
十
六
日
）
の
条
に
は
、

兵
部
覆
山
東
巡
按
于
応
昌
勘
過
万
暦
八
年
錦
・
義
地
方
獲
功
・
陣
亡
・
被
傷
把
総
張
国
忠
等
、
陞
賞
有
差
。

と
あ
る
。
前
者
の
万
暦
九
年
九
月
十
日
の
兵
部
の
報
告
は
万
暦
九
年
二
月
二
十
一
日
の
条
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
北
京
か

ら
の
指
示
を
受
け
た
于
応
昌
の
戦
功
評
価
に
関
す
る
調
査
結
果
を
受
け
て
兵
部
が
最
終
案
を
上
奏
し
て
皇
帝
の
裁
可
を
得
た
も
の
で
あ

る
。
評
価
に
は
か
な
り
の
日
数
が
か
か
る
か
兵
部
に
滞
留
し
て
い
た
の
か
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
後
者
は
『
明
実
録
』
万
暦

八
年
十
一
月
丙
子
（
十
日
）
の
条
に
、

大
虜
紏
衆
入
犯
錦
・
義
・
大
凌
河
・
右
屯
等
処
総
兵
李
成
梁
督
率
将
領
・
軍
丁
、
奮
勇
邀
撃
出
境
頗
有
斬
獲
功
。
詔
賞
督
鎮
梁
夢

龍
・
李
成
梁
与
周
詠
・
戚
継
光
等
各
銀
幣
、
有
差
。

と
あ
る
こ
と
へ
の
于
応
昌
の
戦
功
評
価
の
結
果
を
受
け
た
兵
部
が
最
終
案
を
上
奏
し
て
裁
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
明
実
録
』
万
暦
九
年
十
月
甲
辰
（
十
四
日
）
の
条
に
は
、
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山
東
巡
按
馬
允
登
勘
過
万
暦
九
年
四
月
虜
犯
瀋
陽
及
上
榆
林
堡
官
軍
禦
敵
功
罪
、
称
広
寧
参
将
孫
守
廉
等
勇
於
赴
援
。
宜
加
叙
賞
。

上
榆
林
堡
指
揮
孟
傑
・
瀋
陽
参
将
黒
雲
龍
失
誤
防
守
、
相
応
罰
治
。
得
旨
、
孫
守
廉
等
各
賞
銀
八
両
、
孟
傑
照
例
罰
贖
、
黒
雲
龍

姑
免
提
問
。

と
あ
る
。
于
応
昌
の
後
任
で
あ
る
馬
允
登
が
万
暦
九
年
四
月
の
事
案
の
戦
功
評
価
結
果
を
上
奏
し
て
裁
可
を
得
て
い
る
。
事
案
の
あ
っ

た
当
時
は
于
応
昌
が
巡
按
山
東
監
察
御
史
在
職
中
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
の
戦
功
評
価
に
つ
い
て
は
後
任
に
積
み
残
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
九
月
の
段
階
で
兵
部
が
于
応
昌
か
ら
上
が
っ
て
来
た
戦
功
評
価
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
于
応
昌

の
戦
功
評
価
そ
の
も
の
は
離
職
す
る
五
月
頃
に
は
兵
部
に
上
が
っ
て
来
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
九
月
の
段
階

の
兵
部
か
ら
の
皇
帝
へ
の
最
終
評
価
案
の
上
奏
は
些
か
遅
く
て
、
兵
部
の
手
元
に
棚
晒
し
に
な
っ
て
い
た
か
、
兵
部
に
お
い
て
か
な
り

の
議
論
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
は
档
案
97

－

4　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
官
軍
斬
獲
犯
辺
達
子
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
十

日
（
221　

遼
東
都
司
経
歴
司
為
虜
賊
犯
辺
官
軍
斬
獲
首
級
等
事
給
巡
按
山
東
監
察
御
史
的
呈
文　

万
暦
九
年
三
月
初
十
日
）
の
部
分
的
解
析
で
終
わ

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
他
の
档
案
の
詳
細
な
解
析
は
続
稿
に
譲
る
こ
と
に
な
る
が
、
形
式
上
、
本
档
案
は
遼
東
都
司
経
歴
司
経
歴
任

梓
等
か
ら
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
に
送
ら
れ
た
呈
文
で
あ
る
。
た
だ
、
档
案
の
全
体
的
な
内
容
か
ら
す
る
と
、
駐
箚
遼
陽
地
方
副

実録と档案の間
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総
兵
中
軍
都
督
府
署
都
督
僉
事
で
あ
る
曹
簠
が
万
暦
九
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
翌
三
月
六
日
に
か
け
て
行
っ
た
戦
闘
の
戦
功
評
価
を
巡

按
山
東
監
察
御
史
で
あ
る
于
応
昌
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
六
日
に
か
け
て
の
出
来

事
で
あ
り
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
三
月
十
日
に
報
告
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
然
こ
の
報
告
を
受
け
た
巡
按
山
東
監
察
御
史
于
応
昌
は
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
評
価
を
附
し
た
上
で
皇
帝
に
上
奏
し
た
で

あ
ろ
う
。
実
際
の
戦
闘
の
一
番
最
後
が
三
月
六
日
で
あ
り
、
そ
の
僅
か
四
日
後
に
経
歴
任
梓
等
か
ら
于
応
昌
に
報
告
が
な
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
北
京
か
ら
の
指
示
で
于
応
昌
が
戦
功
評
価
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
巡
按
監
察
御
史
の
日
常
業
務
と
し
て
諸
方
面
か

ら
報
告
を
受
け
、
皇
帝
に
評
価
を
附
し
て
上
奏
が
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
巡
按
監
察
御
史
は
、
皇
帝
か
ら
の
指
示
で

戦
功
評
価
を
す
る
と
い
う
『
明
実
録
』
の
記
述
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
業
務
を
こ
な
す
と
と
も
に
、
日
常
的
に
戦
闘
過
程
の
報
告
を

も
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
あ
た
り
の
回
路
の
整
理
は
続
稿
に
お
い
て
試
み
て
み
た
い
。

『
明
実
録
』
の
多
く
の
記
述
は
夥
し
い
档
案
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
档
案
は
皇
帝
へ
の
上
奏
の

前
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
于
応
昌
の
手
で
ど
の
よ
う
に
加
工
さ
れ
て
報
告
さ
れ
た
の
か
は
知
る
術
は
今
の
と
こ
ろ
難
し
い
。
た

だ
、
李
成
梁
の
擡
頭
と
い
う
事
態
の
中
で
様
々
な
詐
術
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
排
除
出
来
な
い
。
こ
の
初
歩
的
な
試
み
を
踏
み
台
に
検

討
を
進
め
て
行
き
た
い
。

註
（
1
） 

拙
稿
「
明
代
巡
按
山
東
監
察
御
史
の
基
礎
的
考
察
」『（
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）　

人
文
研
紀
要
』
第
七
二
号
、
二
〇
一
一
年
。

（
2
） 

拙
著
『
明
代
遼
東
と
朝
鮮
』
第
二
章
、
遼
東
巡
按
の
（
表
1
）『
明
実
録
』
登
載
の
「
巡
按
山
東
監
察
御
史
」
名
表
で
は
、『
明
実
録
』
に
登
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載
さ
れ
て
い
る
遼
東
巡
按
の
肩
書
に
つ
い
て
網
羅
し
て
示
す
こ
と
を
旨
と
し
た
が
、
そ
の
後
の
補
訂
作
業
で
見
落
と
し
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
。
現
時
点
で
補
訂
す
べ
き
点
を
次
に
掲
げ
る
。

李
盤　

正
統
五
年
三
月
丁
巳　

巡
按
山
東
監
察
御
史

胡
希
顔　

弘
治
十
四
年
十
二
月
辛
未
・
弘
治
十
五
年
六
月
戊
申　

監
察
御
史

（
3
） 
拙
稿
「
明
朝
档
案
を
通
じ
て
見
た
明
末
中
朝
辺
界
」『（
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）　

人
文
研
紀
要
』
第
七
七
号
、
二
〇
一
三
年
。
当
該

論
文
の
韓
国
語
版
は
『
燕
行
録
の
世
界
』
景
仁
文
化
社
（
韓
国
、
二
〇
一
五
年
）
八
七
〜
一
四
七
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
） 

拙
稿
「
遼
東
馬
市
信
牌
档
―
明
朝
档
案
の
配
列
を
中
心
と
し
て
―
」『
明
清
史
研
究
』
第
一
輯
、
二
〇
〇
四
年
、
の
ち
、
拙
著
『
明
代
遼
東

と
朝
鮮
』
第
四
章
所
収
。

（
5
） 

『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
所
収
档
案
の
検
索
に
は
、
い
つ
も
な
が
ら
に
岩
淵
慎
編
『
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
・
遼
寧
省
档
案
館
編　

中
国
明

朝
档
案
総
匯　

総
目
録
』
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

（
6
） 

小
川
尚
『
明
代
地
方
監
察
御
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
、
同
『
明
代
都
察
院
体
制
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
谷

井
陽
子
「
明
代
裁
判
機
構
の
内
部
統
制
」
梅
原
郁
編
『
前
近
代
中
國
の
刑
罰
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
。

（
7
） 

「
迎
」
は
『
明
代
遼
東
档
案
匯
編
』
221
で
は
「
辺
」
と
す
る
が
、「
迎
」
が
正
し
い
。

（
8
） 

「
匹
」
は
『
明
代
遼
東
档
案
匯
編
』
221
で
は
脱
落
し
て
い
る
。

（
9
） 

曹
簠
は
不
詳
。『
明
実
録
』
に
よ
っ
て
万
暦
初
年
に
至
る
曹
簠
の
軌
跡
を
追
う
と
、
隆
慶
六
年
三
月
に
清
河
堡
守
備
、
万
暦
二
年
六
月
に
は

瀋
陽
参
将
、
万
暦
三
年
十
二
月
に
は
副
総
兵
官
で
あ
っ
た
。
万
暦
四
年
十
二
月
に
副
総
兵
官
か
ら
海
蓋
参
将
に
降
格
さ
れ
、
こ
の
万
暦
八
年
十

二
月
に
再
び
副
総
兵
官
に
な
る
こ
と
は
本
文
で
触
れ
る
。
そ
の
直
後
、
再
び
失
守
を
問
わ
れ
て
解
任
に
至
る
こ
と
も
本
文
で
触
れ
る
。
万
暦
十

年
正
月
に
ま
た
副
総
兵
官
か
ら
降
格
処
分
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
万
暦
九
年
の
解
任
以
降
に
原
職
に
復
帰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
10
） 

于
応
昌
の
伝
は
不
詳
。

（
11
） 

分
守
遼
海
東
寧
道
は
遼
東
鎮
に
設
置
さ
れ
た
守
巡
道
の
一
つ
で
あ
る
。
分
守
道
は
元
来
、
分
巡
道
と
は
違
っ
て
、
按
治
で
は
な
く
巡
視
を
主

と
し
て
い
た
が
、
宣
徳
・
正
統
年
間
に
巡
按
監
察
御
史
の
地
方
統
治
へ
の
影
響
力
が
拡
大
し
た
た
め
か
、
こ
の
時
期
に
確
立
し
た
分
守
道
は
非

監
察
系
統
で
あ
り
な
が
ら
監
察
業
務
に
携
わ
る
。
本
道
は
正
統
年
間
、
分
司
を
広
寧
と
遼
東
に
設
け
、
広
寧
で
は
山
東
布
政
司
の
参
政
か
参
議

一
員
が
派
出
し
て
糧
儲
を
総
理
し
、
遼
陽
で
は
山
東
按
察
司
の
副
使
か
僉
事
一
員
を
派
出
し
て
訴
訟
を
専
ら
に
処
理
さ
せ
た
。
嘉
靖
年
間
に
は

実録と档案の間
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撫
按
官
の
要
請
に
よ
り
参
議
が
増
設
さ
れ
、
兵
備
道
を
兼
管
し
て
分
守
遼
海
東
寧
道
兼
管
兵
備
と
な
り
、
山
東
以
外
に
河
南
や
山
西
布
政
司
の

官
職
も
借
り
、
万
暦
年
間
に
は
遼
陽
・
瀋
陽
・
撫
順
な
ど
の
辺
備
を
帯
管
し
、
屯
田
や
馬
政
も
兼
管
し
た
。
分
守
遼
海
東
寧
道
は
兵
備
を
管
轄

す
る
た
め
、
副
総
兵
官
の
出
軍
に
帯
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
拙
著
『
明
代
遼
東
と
朝
鮮
』
第
Ⅰ
部
第
三
章
、
遼
東
守
巡
道
、
小
川
尚
前
掲
『
明

代
地
方
監
察
御
史
の
研
究
』
第
五
章
、
明
代
の
守
巡
道
な
ど
参
照
。

（
12
） 
李
成
梁
の
こ
と
で
あ
る
。
李
成
梁
（
一
五
二
六
〜
一
六
一
五
）
は
字
が
汝
契
、
代
々
遼
東
の
鉄
嶺
衛
指
揮
僉
事
、
参
将
を
経
て
隆
慶
四
年
十

月
か
ら
万
暦
十
九
年
十
一
月
ま
で
と
、
万
暦
二
十
九
年
三
月
か
ら
同
三
十
六
年
六
月
ま
で
、
総
計
二
十
九
年
四
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
遼
東
総
兵
官

で
あ
っ
た
。
伝
は
『
明
史
』
巻
二
三
八
、『
皇
明
人
物
考
』
巻
二
ほ
か
。
詳
し
く
は
註
（
17
）
参
照
。

（
13
） 

周
詠
（
一
五
三
三
〜
一
五
九
五
）
は
字
が
思
養
、
号
は
楽
軒
、
河
南
・
開
封
府
延
津
県
の
人
で
あ
り
、
嘉
靖
四
十
一
年
の
進
士
。
万
暦
五
年

十
月
に
大
理
寺
左
少
卿
か
ら
都
察
院
右
僉
都
御
史
と
し
て
遼
東
巡
撫
と
な
り
、
同
十
年
五
月
に
ま
で
六
年
に
わ
た
り
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
そ

の
後
は
同
年
十
一
月
に
総
督
薊
遼
昌
保
諸
辺
事
に
遷
っ
た
も
の
の
翌
年
九
月
に
罷
免
さ
れ
て
民
に
落
と
さ
れ
た
。
伝
は
『
慎
修
堂
集
』
に
「
周

公
墓
表
」、『
中
州
人
物
考
』
巻
二
に
「
周
総
制
詠
」
が
あ
る
。

（
14
） 

夜
不
収
に
つ
い
て
は
川
越
泰
博
「
明
代
北
辺
の
「
夜
不
収
」
に
つ
い
て
」『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
第
四
十
六
号
、
二
〇
〇
一
年
、

の
ち
同
『
明
代
長
城
の
群
像
』
汲
古
選
書
三
五
、
二
〇
〇
三
年
に
収
録
、
参
照
。

（
15
） 

梁
夢
龍
（
一
五
二
七
〜
一
六
〇
二
）
は
字
が
乾
吉
、
号
は
鳴
泉
、
北
直
隷
真
定
府
の
人
で
あ
り
、
嘉
靖
三
二
年
の
進
士
。
張
居
正
の
門
下
生

で
あ
り
、
兵
部
侍
郎
か
ら
右
都
御
史
と
し
て
総
督
薊
遼
保
定
軍
務
と
な
り
、「
土
蠻
」
を
破
っ
た
功
績
で
兵
部
尚
書
を
加
え
ら
れ
、
の
ち
に
本

部
に
入
っ
て
太
子
太
保
を
加
え
ら
れ
た
。
張
居
正
の
没
後
は
弾
劾
さ
れ
て
致
仕
、
家
居
に
亡
く
な
っ
た
。
崇
禎
末
年
に
貞
敏
と
追
諡
さ
れ
た
。

伝
は
『
明
史
』
巻
二
二
五
、『
掖
垣
人
鑑
』
巻
十
四
、『
牧
齋
有
学
集
』
巻
二
八
に
「
梁
公
墓
誌
銘
」、『
罪
惟
録
』
列
伝
巻
十
一
下
、『
畿
輔
人

物
志
』
巻
九
、『
畿
輔
人
物
考
』
巻
二
ほ
か
。

（
16
） 

周
于
徳
は
万
暦
六
年
十
二
月
丁
亥
（
十
一
日
）
に
山
東
僉
事
分
巡
遼
東
帯
管
兵
備
屯
田
と
な
り
、
同
八
年
正
月
甲
子
（
二
十
四
日
）
に
は
兵

備
僉
事
で
あ
り
、
同
六
月
辛
亥
（
十
三
日
）
に
は
山
東
副
使
と
な
り
、
同
八
年
十
月
丁
酉
朔
己
酉
（
十
三
日
）
に
は
道
臣
と
あ
る
。

（
17
） 

和
田
正
広
『
中
国
官
僚
制
の
腐
敗
構
造
に
関
す
る
事
例
研
究
―
明
清
交
替
期
の
軍
閥
李
成
梁
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
九
州
国
際
大
学
社
会
文
化

研
究
所
、
一
九
九
五
年
）、
八
九
〜
九
〇
頁
。
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